
「鳥獣被害の割合が高いわりに、有効な対策を実施できていない」という

住民アンケート結果を受け、県・市の協力を受け、集落ぐるみの対策に着

手。集落環境診断や勉強会を重ね、被害対策への機運が高まり、合意形成

が図られ、「生息環境管理」「侵入防止対策」「猟友会と連携した個体数

調整」の取組が進み、集落に留まらず、田村町全体の農作物被害額が減少。

農村振興局長賞（被害防止部門（団体））

○ 集落環境診断による現地確認だけでなく、センサーカメラで撮影した

動画を活用することで、地域住民全体に野生鳥獣の侵入箇所や被害箇所

等の現状についてわかりやすく共有することで鳥獣被害対策に対する意

識を醸成。

○ 担い手不足や効率的な管理を考慮し、遊休化した農地や自分ひとりで

は鳥獣対策に取り組めない高齢者の農地も範囲に含め、集落の全農地に

被害防止対策を施す方針で、電気柵を設置。設置後はグループ単位で点

検や除草などの管理を行うとともに、センサーカメラを活用して効果検

証を実施。

○ 区長、副区長や中心的な担い手に集約されるイノシシの出没情報や生

息情報を捕獲隊に共有し、箱わな設置箇所の選定や移設に活用すること

で、効率的な「個体数調整」を実施。また、獣サイズ判定センサーを搭

載した箱わなにより、捕獲者の負担を軽減。

○ 電気柵設置や維持管理は住民によるグループ単位で行い、経験や知識

を持つ住民が集落内の新規就農者や若者など経験が浅い住民に対し、ノ

ウハウを継承できるため、活動を継続できている。

【被害金額（田村町）】

約1,494千円（活動開始前：令和元年度）→約372千円（令和４年度）

福島県郡山市

郡山市田村町田母神集落
たむらまちこおりやま た も が み

まつおか ひさし

主な取組

令和６年度

（区長：松岡 久）
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